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28年度一般会計決算

歳　 入　 総　 額：� 108億8,187万円
� （前年度　103億861万円）

歳　 出　 総　 額：� 103億5,813万円
� （前年度　97億9,778万円）

歳入歳出差引残額：� 5億2,373万円
� （前年度　5億1,083万円）

　

９
月
１
日
か
ら
22
日
ま
で
の
会
期
で
第
３
回
定
例
会
を

開
催
し
、
28
年
度
一
般
会
計
、
特
別
会
計
、
企
業
会
計
の

決
算
認
定
７
件
、
補
正
予
算
５
件
、
条
例
の
制
定
１
件
、

人
事
案
件
３
件
、
工
事
請
負
契
約
の
締
結
１
件
の
計
17
議

案
を
審
議
し
全
会
一
致
で
可
決
・
認
定
・
同
意
し
た
。
ま
た
、

議
員
発
議
に
よ
る
意
見
書
と
吉
田
町
教
育
改
革
調
査
特
別

委
員
会
設
置
を
可
決
し
た
。

問　
法
人
町
民
税
が

16.3
％
減
額
し
た
。
毎

年
、
大
手
９
社
で
法
人
税

の
約
50
％
を
納
税
し
て
い

る
が
、
災
害
な
ど
に
よ
る

資
本
の
引
き
上
げ
に
対
し

て
、
町
で
は
大
手
納
税
者

に
、
訪
問
説
明
や
産
業
育

成
対
策
は
し
て
い
る
の

か
。
事
業
税
な
ど
の
優
良

国
税
事
業
者
は
、
島
田
税

務
署
か
ら
の
表
彰
が
あ
る

が
。答　

震
災
以
後
、
町
内

大
手
の
22
社
に
津
波

防
災
ま
ち
づ
く
り
を
説
明

し
て
納
得
い
た
だ
い
た
。

町
は
さ
ま
ざ
ま
な
産
業
の

育
成
と
新
た
な
企
業
立
地

を
考
え
て
い
る
。

　

高
額
納
税
者
に
つい
て
は
、

島
田
法
人
会
に
伝
え
る
。

問　
滞
納
整
理
が
進
ん

で
収
納
率
が
向
上
し

た
が
。

答　
静
岡
地
方
税
滞
納

整
理
機
講
に
要
請
を

し
て
過
年
度
分
の
滞
納
整

理
と
と
も
に
、
現
年
度
分

の
催
告
を
実
施
し
、
電
話

催
告
お
よ
び
文
書
催
告
を

行
っ
た
後
、
差
し
押
さ
え

処
分
を
し
た
こ
と
に
よ
り

収
納
率
が
上
が
っ
た
。
町

の
職
員
も
滞
納
整
理
機
構

と
同
じ
よ
う
な
手
法
で
収

納
率
向
上
に
努
め
た
。

問　
農
業
生
産
所
得
金

額
と
納
税
者
が
増
え

た
が
。

答　
認
定
農
業
者
お
よ

び
後
継
者
と
新
規
就

農
者
支
援
を
行
う
こ
と
に

よ
り
、
優
れ
た
経
営
感
覚

を
備
え
、
意
欲
を
持
っ
て

農
業
を
担
う
人
材
を
増
や

す
努
力
を
し
た
。

特
に
レ
タ
ス
農
家
７
人
が
、

売
り
上
げ
を
伸
ば
し
た
。

28
年
度
一
般
会
計
決
算
質
疑

歳
　
　
入

28年度一般会計、特別 会計、企業会計決算を

全 会 一 致　 で　 認　 定

（億円）

その他

平成２５年度

平成２６年度

平成２７年度

平成２８年度

歳出決算の変遷
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【
総
務
費
】

問　
職
員
研
修
は
ど
の

よ
う
に
行
っ
て
い
る

か
。答　

市
町
村
職
員
研

修
、
自
己
研
さ
ん
の

研
修
の
２
つ
の
勉
強
手
法

が
あ
る
。
新
規
採
用
職
員

を
対
象
と
し
た
事
前
研
修

で
は
、
奉
仕
者
と
し
て
の

役
割
、
責
任
を
自
覚
す
る

と
と
も
に
、
地
方
分
権
に

伴
う
自
律
的
な
政
策
形
成

や
組
織
運
営
を
担
う
こ
と

の
で
き
る
職
員
を
育
成
す

る
。問　

Ｆ
Ｍ
島
田
「
吉
田

ま
ち
か
ど
情
報
」
と

よ
し
だ
ス
マ
イ
ル
ラ
ジ
オ

番
組
放
送
事
業
の
２
つ
の

事
業
が
あ
る
。
放
送
内
容

は
同
じ
で
、
一
本
化
で
き

な
い
か
。

答　
Ｆ
Ｍ
島
田
は
、
広

報
よ
し
だ
を
活
用
し

町
の
出
来
事
や
行
政
の
さ

ま
ざ
ま
な
情
報
を
提
供
し

て
い
る
。
よ
し
だ
ス
マ
イ

ル
ラ
ジ
オ
番
組
放
送
は
大

井
川
流
域
で
開
催
さ
れ
る

イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
積
極
的

に
放
送
し
て
い
る
。
目
的

が
違
う
の
で
一
本
化
は
で

き
な
い
。

問　
生
活
交
通
確
保
対

策
は
。

答　
吉
田
町
公
共
交
通

会
議
を
設
置
し
て
、

町
内
を
運
行
す
る
バ
ス
路

線
を
具
体
的
に
把
握
す
る

と
と
も
に
、
今
後
の
方
向

性
に
つ
い
て
、
バ
ス
会
社

や
タ
ク
シ
ー
会
社
を
含
め

て
検
討
し
た
。

問　
内
陸
フ
ロ
ン
テ
ィ

ア
推
進
事
業
は
。

答　
川
尻
高
島
地
区
の

用
途
見
直
し
が
さ

れ
、
民
間
が
開
発
し
、
企

業
誘
致
を
す
る
。

歳
　
　
出

28年度一般会計、特別 会計、企業会計決算を

全 会 一 致　 で　 認　 定
28年度の主な事業

・母子保健衛生費	 １億７，４８９万円
・都市防災総合推進事業防災公園整備事業	 １億５，２７４万円
・教育振興事業	 ５，００５万円
・放課後児童健全育成事業	 ４，４３２万円
・臨時福祉給付事業	 ４，３４１万円
・まちづくり賑わい創出事業	 ４，２０２万円
・高島９号線道路改良事業	 １，４８４万円

３億８，２９６万円
榛原総合病院　負担金

１億７，３１３万円
吉田町浄化センター改修費
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【
民
生
費
】

問　
高
齢
者
福
祉
サ
ー

ビ
ス
事
業
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
、
よ
し
だ
ア

ス
カ
の
里
開
所
後
、
一
年

た
つ
が
現
状
は
。

答　
吉
田
町
内
在
住
者

の
入
所
施
設
、
介
護

度
３
以
上
の
方
が
入
所
で

き
る
。
18
人
が
生
活
し
て

い
る
。
２
カ
月
に
一
度
運

営
委
員
会
を
開
催
し
、
安

心
、
安
全
な
施
設
と
し
て

い
る
。

問　
放
課
後
児
童
健
全

育
成
事
業
費
、
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
の
対
象
と

利
用
料
は
。

答　
保
護
者
が
労
働
な

ど
に
よ
り
、
昼
間
家

庭
に
い
な
い
小
学
１
年
～

６
年
生
の
児
童
が
対
象
と

な
る
。

児
童
一
人
当
た
り
７
千

円
、
同
一
世
帯
の
兄
弟
姉

妹
の
第
２
子
は
５
千
円
、

第
３
子
以
降
は
無
料
と
な

る
。
非
課
税
世
帯
の
児
童

が
利
用
す
る
場
合
は
特
例

が
あ
る
。

【
衛
生
費
】

問　
生
活
排
水
改
善
対

策
事
業
の
合
併
処
理

浄
化
槽
の
設
置
状
況
は
。

答　
町
内
の
下
水
道
事

業
計
画
区
域
外
に
64

基
、
事
業
計
画
区
域
内
に

５
基
、
合
計
69
基
が
合
併

処
理
浄
化
槽
の
設
置
が
で

き
た
。

生
活
排
水
に
よ
る
水
質
汚

濁
防
止
が
図
ら
れ
た
。

【
農
林
水
産
費
】

問　
町
内
の
耕
作
放
棄

地
の
現
状
と
対
策
は
。

答　
町
内
農
地
440 

ha

の
う
ち
、
耕
作
放
棄

地
は
12 

ha
あ
る
。
耕
作

放
棄
地
対
策
と
し
て
、
意

欲
あ
る
農
業
者
へ
農
地
を

斡
旋
し
、
耕
作
の
再
開
や

保
全
管
理
の
徹
底
を
図

り
、
遊
休
農
地
の
解
消
と

発
生
防
止
に
努
め
て
い
る
。

【
商
工
費
】

問　
小
山
城
売
店
の
手

数
料
は
。

答　
28
年
か
ら
売
店
の

手
数
料
に
つ
い
て
契

約
し
た
。
売
り
上
げ
の

10
％
を
い
た
だ
き
、
観
光

振
興
に
協
力
し
て
も
ら
い

地
場
産
品
や
よ
し
吉
グ
ッ

ズ
を
売
店
に
揃
え
て
い
る
。

問　
し
ら
す
マ
ー
ケ
ッ

ト
へ
の
支
援
は
。

答　
南
駿
河
湾
漁
業
協

同
組
合
吉
田
支
所
が

実
施
し
た
第
６
回
し
ら
す

マ
ー
ケ
ッ
ト
に
産
業
振
興

補
助
金
を
交
付
し
、
生
し

ら
す
の
販
売
や
試
食
会
を

通
じ
て
特
産
品
で
あ
る

「
吉
田
の
し
ら
す
」
の
認

知
度
向
上
が
図
ら
れ
た
。

【
土
木
費
】

問　
河
川
改
修
に
つ
い

て
湯
日
川
の
河
床
の

し
ゅ
ん
せ
つ
工
事
は
。

答　
昨
年
か
ら
湯
日
川

の
下
流
部
か
ら
し
ゅ

ん
せ
つ
工
事
が
始
ま
っ
て

い
る
。
島
田
土
木
事
務
所

は
新
た
に
検
討
を
し
て
県

立
吉
田
特
別
支
援
学
校
付

近
ま
で
し
ゅ
ん
せ
つ
工
事

が
進
ん
で
い
る
。

問　
都
市
公
園
愛
護
会

支
援
事
業
と
は
。

答　
公
園
の
愛
護
活
動

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

町
内
に
６
団
体
あ
る
。
報

償
金
を
交
付
し
、
草
刈
り

な
ど
協
力
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
。

【
消
防
費
】

問　
防
災
行
政
無
線
が

デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
る

が
、
防
災
ラ
ジ
オ
は
使
え

る
か
。

答　
災
害
時
に
お
け
る

情
報
収
集
、
伝
達
の

充
実
を
図
る
。
デ
ジ
タ
ル

化
に
向
け
調
査
設
計
が
行

わ
れ
た
。
防
災
ラ
ジ
オ
は

34
年
ま
で
使
え
る
。

吉田たんぼ稲刈り

湯日川しゅんせつ工事
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土
地
取
得
事
業
　

特
別
会
計
決
算
質
疑

問　
財
産
の
処
分
計
画

は
あ
る
か
。

答　
目
的
に
沿
っ
て
取

得
し
て
い
る
の
で
、

不
要
な
も
の
は
売
却
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

国
民
健
康
保
険
事
業

特
別
会
計
決
算
質
疑

問　
１
億
９
千
万
円
の

基
金
の
使
用
目
的
は
。

答　
保
険
給
付
費
の
不

足
に
備
え
る
基
金
で

あ
る
。

   

介
護
保
険
事
業

　
特
別
会
計
決
算
質
疑

問　
介
護
予
防
の
支
援

サ
ー
ビ
ス
が
進
ん
で

い
る
が
、
介
護
認
定
申
請

を
し
て
い
な
い
人
が
い
る

の
で
は
。

答　
28
年
度
か
ら
介
護

認
定
の
期
間
が
延

び
、
申
請
件
数
が
減
っ
て

い
る
。

 

公
共
下
水
道
事
業 

特
別
会
計
決
算
質
疑

問　
１
軒
当
た
り
の
布

設
管
工
事
費
が
６
９

５
０
万
円
増
え
て
い
る
が
。

答　
国
道
150
号
の
推
進

工
法
や
工
事
区
域
箇

所
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　  

水
道
事
業  

　

特
別
会
計
剰
余
金
の
処
分
及
び
決
算
質
疑

問　
給
水
能
力
に
余
力

は
あ
る
か
。

答　
現
在
給
水
人
口
３

万
２
千
人
に
対
し

て
、
３
万
６
千
人
の
給
水

能
力
が
あ
る
。

議
員
発
議

道
路
整
備
に
係
る
補
助
率

等
の
嵩
上
げ
措
置
の
継
続

を
求
め
る
意
見
書

（
要
旨
）

　

道
路
事
業
で
は
、
高
規

格
道
路
や
交
付
金
事
業
の

嵩
上
げ
（
50
％
を
55
％
等

に
嵩
上
げ
）
が
さ
れ
て
お

り
、
平
成
29
年
度
ま
で
の

時
限
措
置
と
な
っ
て
い

る
。　

　

補
助
率
等
が
低
減
す
る

こ
と
は
地
方
の
努
力
に
水

を
差
す
も
の
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
来
年
度
以
降

も
現
行
制
度
を
継
続
す
る

こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。

　

提
出
先
―
衆
参
議
長
・

内
閣
総
理
大
臣
な
ど

（
全
会
一
致
で
可
決
）

吉
田
町
教
育
改
革
調
査
特

別
委
員
会
設
置
に
関
す
る

決
議

（
名
称
）　

吉
田
町
教
育
改

革
調
査
特
別
委
員
会

（
目
的
）　

Ｔ
Ｃ
Ｐ
・
ト
リ

ビ
ン
ス
・
プ
ラ
ン
に
関
す

る
調
査
・
研
究
を
行
い
教

育
改
革
に
寄
与
す
る
。

（
委
員
の
定
数
）　

６
名

（
設
置
期
間
）　

右
記
の
調

査
研
究
が
終
了
す
る
ま
で

（
理
由
）

　

Ｔ
Ｃ
Ｐ
・
ト
リ
ビ
ン

ス
・
プ
ラ
ン
は
、
授
業
日

の
平
準
化
を
軸
と
し
た
教

育
改
革
と
し
て
、
教
師
、

子
ど
も
、
保
護
者
が
三
者

共
益
に
向
け
た
施
策
を
行

う
計
画
で
あ
る
。

　

吉
田
町
議
会
は
、
こ
の

プ
ラ
ン
に
つ
い
て
調
査
研

究
し
、
よ
り
多
く
の
情
報

共
有
、
十
分
な
理
解
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
る
。

（
賛
成
多
数
で
可
決
）

賛
成
議
員
―
山
口
一
博
、

大
石
巌
、
山
内
均
、
三
輪

正
邦
、
杉
本
幸
正
、
八
木

栄
、
増
田
剛
士

地域密着型特養「アスカの里」

平成28年度特別会計・企業会計決算状況（千円）
事業会計名 歳入 歳出 差引残額

土地取得事業 446 440 6

国民健康保険事業 3,444,330 3,244,148 200,182

後期高齢者医療事業 236,346 236,105 241

介護保険事業 1,894,677 1,713,810 180,867

公共下水道事業 1,140,143 1,112,112 28,031

水道事業決算（千円）
収入 支出

収益的収入及び支出 604,411 494,094

資本的収入及び支出 20,118 345,418

資本的収入額が資本的支出額に不足する額325,300千円は、減債積立金15,000千
円、建設改良積立金60,000千円、過年度分消費税資本的収支調整額14,661千円、
過年度分損益勘定留保資金125,626千円、当年度分損益勘定留保資金110,013千
円で補填。
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主な歳出項目
〇住宅を新築・購入する若者世帯への補助金増額	 2,400万円
〇住吉小学校雨漏り修繕工事	 2,360万円
〇住基システム改修委託料の増額	 1,500万円
〇第２子以降の子ども出産への祝い金増額	 1,100万円
〇問屋川の護岸工事費の増額 	 894万円
〇財政調整基金　　1億8,336万円（29年度末見込額　15億0,005万円）

主
な
質
疑

問　
若
年
者
住
宅
取
得

補
助
金
の
対
象
に
、

改
築
は
該
当
し
な
い
の
か
。

答　
定
住
が
県
平
均
を

下
回
っ
て
お
り
、
定

住
が
視
点
で
あ
る
た
め
、

改
築
は
該
当
し
な
い
。

問　
水
産
事
業
補
助
金

（
吉
田
漁
港
給
油
施

設
更
新
工
事
）
は
補
正
で

は
な
く
、
当
初
予
算
に
入

れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　
築
40
年
経
過
し
、

腐
食
が
見
つ
か
り
急

き
ょ
補
正
予
算
で
更
新
す

る
こ
と
と
し
た
。

問　
浜
田
土
地
区
画
整

理
事
業
の
担
当
者
が

３
人
か
ら
２
人
に
な
っ

た
、な
ぜ
減
員
す
る
の
か
。

答　
事
業
計
画
を
見
て

人
員
を
配
置
し
て
お

り
問
題
な
い
。

問　
住
吉
小
学
校
の
雨

漏
り
は
耐
震
工
事
の

影
響
で
は
な
い
か
。

答　
今
年
に
入
っ
て
確

認
し
た
。
原
因
は
ベ

ラ
ン
ダ
防
水
シ
ー
ト
の
劣

化
と
考
え
る
。

問　
公
共
施
設
の
定
期

点
検
の
シ
ス
テ
ム
は

な
い
の
か
。

答　
目
視
な
ど
点
検
し

な
が
ら
検
討
し
て
い

く
。問　

老
人
福
祉
施
設
へ

の
防
犯
設
備
交
付
金

は
こ
れ
で
終
わ
り
か
。

答　
手
を
挙
げ
た
と
こ

ろ
か
ら
申
請
し
て
い

る
。
今
後
も
検
討
し
て
い

く
。

条
例
の
一
部
改
正

・
吉
田
町
印
鑑
条
例

（
改
正
理
由
）

　

本
年
10
月
よ
り
個
人
番

号
カ
ー
ド
（
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
）
を
利
用
し

て
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
な
ど
に
設
置
し
て
あ

る
多
機
能
端
末
機
か
ら
住

民
票
写
し
や
印
鑑
証
明
な

ど
が
取
得
で
き
る
よ
う
条

例
を
改
正
す
る
。

工
事
請
負
契
約
の
締
結

・
公
共
下
水
道
吉
田
浄
化

セ
ン
タ
ー
電
気
設
備
更
新

工
事

契
約
金
額　

１
億
１
３
４

０
万
円

契
約
相
手
方　

東
芝
イ
ン

フ
ラ
シ
ス
テ
ム
ズ
（
株
）

静
岡
支
店

人
事
案
件

副
町
長
の
選
任

・
副
町
長　

森
泉
文
人
氏

　
委
員
の
任
命

・
吉
田
町
固
定
資
産
評
価
委
員

　

森
泉
文
人
氏

・
吉
田
町
教
育
委
員

　

増
田
真
也
氏

平成29年度一般会計補正予算（第１号）
歳入歳出総額 2億5,711万円を補正し、

予算総額 117億5,511万円となる。

吉田漁港の給油施設

コンビニの多機能端末機
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一般質問

大　石　　　巌　議員

問

答

新学習指導要領の対応と考え方は

子どもの確かな学力を身につける施策
問　
学
習
指
導
要
領
で

は
「
教
育
課
程
の
基

準
を
大
綱
的
に
定
め
る
も

の
」
と
な
っ
て
い
る
が
、

保
護
者
か
ら
の
質
問
に

「
学
習
指
導
要
領
は
法
的

拘
束
力
を
有
す
」
と
回
答

し
て
い
る
が
、
ど
う
し
て

か
。答　

学
校
教
育
法
に
明

示
さ
れ
、
文
部
科
学

大
臣
の
告
示
と
し
て
定
め

ら
れ
、
最
高
裁
判
決
で

も
、
法
的
拘
束
力
を
有
す

る
と
解
さ
れ
て
い
る
。

問　
英
語
教
育
の
時
間

が
増
え
る
半
面
、
国

語
力
の
低
下
が
危
惧
さ
れ

る
が
ど
う
考
え
る
か
。

答　
国
語
は
学
習
や
生

活
の
基
盤
で
あ
り
、

す
べ
て
の
教
科
の
中
で
一

番
多
く
配
分
さ
れ
て
い
る
。

問　
「
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」

と
し
て
、
教
育
現
場
の
責

任
が
一
層
強
め
ら
れ
、
教

師
へ
の
重
圧
が
増
す
の
で

は
な
い
か
。

答　
外
国
語
助
手
（
Ａ

Ｌ
Ｔ
）
を
全
校
に
配

置
し
、
よ
り
質
の
高
い
教

育
を
実
施
す
る
。
ま
た
、

学
力
調
査
は
、
教
育
の
成

果
や
効
果
を
表
す
一
つ
の

指
標
で
、
授
業
改
善
に
生

か
す
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

問　
「
社
会
に
開
か
れ

た
教
育
課
程
」と
は
。

答　
教
育
課
程
を
通
し

て
よ
り
良
い
社
会
を

創
る
と
い
う
理
念
を
学
校

と
社
会
と
が
共
有
し
、
資

質
・
能
力
を
身
に
つ
け
、

社
会
と
の
連
携
お
よ
び
協

働
に
よ
り
そ
の
実
現
を
図

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

問　
新
指
導
要
領
の
内

容
や
対
応
策
に
つ
い

て
教
育
関
係
者
に
ど
う
説

明
し
た
の
か
。

答　
内
容
を
周
知
し
た

う
え
で
プ
ラ
ン
を

作
っ
た
。
プ
ラ
ン
の
説
明

と
合
わ
せ
て
主
旨
を
説
明

し
て
い
る
。

問　
首
長
（
町
長
）
が

教
育
行
政
に
も
関
わ

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。
総
合
教
育
会
議

事
務
局
に
、「
今
後
に
お

い
て
先
駆
的
と
な
る
町
独

自
の
よ
り
良
い
教
育
の
提

供
の
あ
り
方
を
具
体
的
に

考
案
す
る
よ
う
」
指
示
し

て
い
る
が
、
プ
ラ
ン
は
町

長
の
主
導
で
策
定
さ
れ
た

と
理
解
し
て
い
い
か
。

答　
明
治
の
学
校
制
度

は
９
月
開
校
で
あ
っ

た
が
、
４
月
開
校
に
制
度

が
変
わ
り
学
年
の
中
間
に

夏
休
み
が
あ
る
こ
と
で
、

学
力
定
着
の
マ
イ
ナ
ス
要

因
と
な
っ
て
い
る
。

　

週
５
日
制
の
確
保
、
教

員
の
準
備
の
時
間
を
確
保

す
る
必
要
が
あ
る
。

問　
吉
田
町
で
は
授
業

時
間
増
加
の
対
応
策

と
し
て
３
案
、
①
土
曜
日

を
授
業
日
と
す
る
②
平
日

の
授
業
時
間
を
増
や
す
③

長
期
休
業
日
を
授
業
時
間

と
す
る
中
か
ら
決
め
た
と

い
う
が
、
文
部
科
学
省
で

は
①
夏
休
み
を
短
く
し
て

授
業
日
を
確
保
又
は
土
曜

日
授
業
を
行
う
②
15
分
授

業
（
モ
ジ
ュ
ー
ル
授
業
）

×
３
日
を
加
え
て
45
分
、

又
は
60
分
授
業
×
３
日

（
15
分
延
長
の
３
日
分
）

③
45
分
授
業
を
単
純
に
１

コ
マ
増
や
す
④
こ
れ
ら
を

組
み
合
わ
せ
て
授
業
時
間

を
確
保
す
る
案
で
あ
る
。

な
ぜ
吉
田
町
は
文
部
科
学

省
と
違
う
３
案
を
町
民
に

提
示
し
た
の
か
。

答　
土
曜
日
は
休
日
、

モ
ジ
ュ
ー
ル
授
業
や

１
時
間
授
業
で
は
日
々
の

多
忙
を
解
消
で
き
な
い
。

問　
教
員
数
を
増
や
し

て
30
人
学
級
に
努
力

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　
国
の
定
数
で
定
め

ら
れ
て
い
る
。

　

Ｔ
Ｃ
Ｐ
・
ト
リ
ビ
ン

ス
・
プ
ラ
ン
の
教
育
施

策
に
は
多
数
の
意
見
が

あ
り
ま
す
。

　

授
業
時
間
の
増
加
や

教
師
の
多
忙
化
な
ど
の

問
題
は
学
習
指
導
要
領

に
起
因
し
て
い
る
と
思

い
ま
す
。

　

町
の
対
応
と
考
え
方

に
つ
い
て
質
問
し
ま
し

た
。
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問　
Ｔ
Ｃ
Ｐ
・
ト
リ
ビ

ン
ス
・
プ
ラ
ン
（
以

下
Ｔ
Ｃ
Ｐ
）
の
対
応
の
具

体
策
は
。

答　
新
学
習
指
導
要
領

の
主
な
改
定
点
は
、

①
小
学
校
三
、四
年
生
に

外
国
語
活
動
、
五
、六
年

生
に
教
科
と
し
て
外
国
語

を
新
設
す
る
。
授
業
時
間

は
長
期
休
業
日
を
活
用
し

て
捻
出
す
る
。

②
小
・
中
学
校
全
て
の
教

科
な
ど
で
、
主
体
的
・
対

話
的
で
深
い
学
び
の
視
点

か
ら
授
業
改
善
を
行
う
。

来
年
度
か
ら
授
業
日
を

二
二
〇
日
に
し
「
授
業
日

の
平
準
化
」
を
図
り
、
教

師
の
授
業
準
備
時
間
の
確

保
の
た
め
、
五
、四
時
間

日
の
時
間
割
を
検
討
す
る
。

問　
Ｔ
Ｃ
Ｐ
の
進
捗
状

況
お
よ
び
来
年
度
の

準
備
は
。

答　
こ
の
プ
ラ
ン
は
総

合
的
な
教
育
政
策
プ

ラ
ン
で
あ
る
。
三
つ
の
方

向
性
を
定
め
る
。

①
「
子
ど
も
の
「
確
か
な

学
力
」
を
保
障
す
る
環
境

づ
く
り
」
は
、
快
適
な
学

習
環
境
の
整
備
と
し
て
全

教
室
、
特
別
教
室
へ
エ
ア

コ
ン
を
設
置
し
た
。

外
国
語
・
国
際
理
解
教
育

の
推
進
と
し
て
、
Ａ
Ｌ
Ｔ

を
四
人
体
制
と
し
、
各
小

中
学
校
へ
一
人
ず
つ
配
置

し
た
。
幼
児
教
育
の
推
進

と
し
て
、
作
成
し
た
幼
児

教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
基

づ
き
教
師
・
保
育
士
用
指

導
書
を
作
成
し
質
の
高
い

幼
児
教
育
を
す
る
。
幼
児

教
育
か
ら
小
中
学
校
ま
で

の
一
貫
教
育
の
推
進
を
す

る
。
ラ
ー
ニ
ン
グ
プ
ラ
ン

事
業
に
お
け
る
学
力
調
査

結
果
を
分
析
し
Ｔ
Ｃ
Ｐ
に

活
用
す
る
。

②
「
教
職
員
が
授
業
に
専

念
で
き
る
環
境
づ
く
り
」

は
、
学
校
閉
庁
を
設
定
し

先
生
方
が
休
め
る
環
境
を

整
え
た
。
学
校
事
務
の
効

率
化
は
「
授
業
に
専
念
で

き
る
環
境
づ
く
り
委
員

会
」
を
開
催
し
具
体
的
手

立
て
を
検
討
中
で
あ
る
。

校
務
ア
シ
ス
タ
ン
ト
は
全

小
中
学
校
に
展
開
し
て
い

き
た
い
。

③
「
保
護
者
の
教
育
ニ
ー

ズ
に
応
じ
た
環
境
づ
く

り
」
は
、
学
校
給
食
の
実

施
日
を
拡
張
す
る
。
放
課

後
の
子
ど
も
居
場
所
づ
く

り
や
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
全
校

に
配
置
し
き
め
細
か
い
対

応
を
す
る
。
七
月
か
ら

「
吉
田
町
Ｔ
Ｃ
Ｐ
ト
リ
ビ

ン
ス
プ
ラ
ン
環
境
推
進
本

部
」
を
設
置
し
円
滑
化
を

推
進
す
る
。

問　
教
員
の
多
忙
化
解

消
は
。

答　
住
吉
小
学
校
で
、

教
務
会
、
拡
大
未
来

夢
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
会

な
ど
を
組
織
し
、
校
務
の

整
理
、
教
職
員
の
意
識
改

革
を
図
り
タ
イ
ム
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
や
タ
ス
ク
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
意
識
を
高
め
て

い
く
。

遠　藤　孝　子　議員

教育元気物語・TCPトリビンスプランは

一般質問

問

答 三者（教職員・子ども・保護者）共益の実践

ALT(ベルニカ先生)との授業の様子(自彊小)
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問　
小
学
校
の
授
業
日

数
増
加
に
よ
る
教
職

員
の
多
忙
化
、
多
忙
感
の

解
消
に
関
し
分
析
と
効
果

は
。答　

４
時
間
授
業
日
の

設
定
に
よ
り
授
業
日

数
を
増
加
し
た
と
こ
ろ
、

平
均
退
庁
時
間
が
早
く
な

り
、
成
果
は
明
確
で
あ
る
。

４
時
間
日
の
設
定
は
、
教

職
員
、
子
ど
も
た
ち
に
ゆ

と
り
を
生
む
こ
と
が
で

き
、
特
に
そ
の
有
効
性
と

有
用
性
を
う
か
が
え
た
。

問　
多
忙
感
に
関
す
る

調
査
は
。

答　
ど
の
様
な
仕
事
に

多
忙
感
を
感
じ
る
か

い
う
調
査
に
よ
る
と
、

「
負
担
感
」「
不
案
感
」「
不

公
平
感
」「
孤
独
感
」「
疲

弊
感
」
な
ど
を
抱
く
仕
事

で
あ
り
、「
達
成
感
」「
充

実
感
」「
公
平
感
」「
使
命

感
」
な
ど
を
感
じ
る
仕
事

で
は
「
多
忙
で
あ
っ
て
も

多
忙
感
」
は
な
い
、
と
い

う
調
査
結
果
で
あ
る
。

問　
退
庁
時
間
を
守
る

た
め
持
ち
帰
り
仕
事

の
増
加
は
。

答　
デ
ー
タ
と
し
て
は

な
い
。
持
ち
帰
り
仕

事
が
ゼ
ロ
と
い
う
認
識
で

は
な
い
が
、
こ
れ
に
よ
る

増
加
は
認
識
し
て
い
な
い
。

問　
文
部
科
学
省
「
教

員
を
め
ぐ
る
現
状
」

に
関
し
当
町
の
学
校
現
場

の
現
状
と
対
策
は
。

答　
学
校
組
織
自
体
が

鍋
蓋
型
の
組
織
と
言

わ
れ
、
横
の
連
携
は
強
い

が
上
司
、
部
下
と
い
っ
た

縦
の
指
揮
命
令
系
統
が
機

能
し
に
く
い
も
の
で
あ
る
。

そ
の
た
め
指
導
、
業
務
が
、

個
人
任
せ
に
な
り
、
児
童

生
徒
に
十
分
な
理
解
の
な

い
ま
ま
授
業
が
行
わ
れ
た

り
、
不
適
切
な
生
徒
指
導

に
よ
り
問
題
が
複
雑
化
し

た
事
案
が
あ
る
。

対
策
と
し
て
、
今
年
度
か

ら
指
導
主
事
を
４
人
体
制

と
し
、
定
期
的
に
教
育
委

員
会
が
学
校
訪
問
し
授
業

参
観
を
行
い
、
指
導
助
言

を
行
っ
て
い
る
。

問　
「
学
校
が
持
ち
こ

た
え
ら
れ
な
い
」
と

は
ど
う
い
っ
た
現
状
か
。

答　
社
会
の
変
化
に
伴

う
さ
ま
ざ
ま
な
教
育

の
充
実
が
求
め
ら
れ
て
い

る
中
、
以
前
に
比
べ
教
員

の
業
務
量
が
増
加
し
て
い

る
こ
と
、
求
め
ら
れ
る
こ

と
を
確
実
に
実
行
す
る
た

め
に
は
、
現
在
の
や
り
方

で
は
限
界
が
あ
る
、
と
い

う
現
状
認
識
に
よ
る
も
の

で
あ
る
。

問　
構
造
改
革
の
具
体

策
は
。

答　
授
業
日
の
平
準
化

に
よ
り
授
業
日
数
を

拡
張
し
、
６
時
間
日
を
削

減
し
、
４
時
間
日
の
設
定

に
よ
る
教
職
員
の
多
忙
を

解
消
す
る
こ
と
で
あ
る
。

２
つ
目
と
し
て
、
教
科
な

ど
の
授
業
以
外
で
学
校
が

抱
え
て
い
る
活
動
の
精
選

で
あ
る
。「
や
め
る
」「
変

え
る
」「
減
ら
す
」
の
発

想
で
、
学
校
、
家
庭
、
地

域
が
連
携
を
図
り
、
改
革

を
進
め
て
い
く
こ
と
で
あ

る
。

　

教
職
員
の
多
忙
化
、

多
忙
感
の
解
消
と
学
校

教
育
の
環
境
づ
く
り
に

つ
い
て
質
問
を
行
っ
た
。

未来の学校夢プロジェクト指定校
吉田町立　住吉小学校

一般質問

「学校が持ちこたえられない」とは

増　田　剛　士　議員

問

答 教員の業務量増の限界認識である
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問　
昨
年
９
月
定
例
会

時
の
私
の
一
般
質
問

で
、
吉
田
中
学
校
の
部
活

動
時
間
、
教
職
員
の
週
間

勤
務
時
間
な
ど
を
質
問
し

た
が
、
今
年
度
は
改
善
さ

れ
た
か
。

答　
昨
年
の
質
問
を
受

け
、
教
育
委
員
会
と

し
て
吉
田
中
学
校
に
対
し

て
、
部
活
動
の
在
り
方
に

つ
い
て
、
指
導
・
改
善
を

求
め
、
学
校
長
が
教
員
に

対
し
、
負
担
軽
減
の
指
導

を
行
っ
た
。

＊
土
日
共
に
行
っ
て
い
た

部
活
動
が
、
い
ず
れ
か
に

実
施
さ
れ
解
消
さ
れ
て
い

る＊
部
活
動
が
、
要
因
と
な

る
、
吉
田
中
学
校
の
時
間

外
勤
務
時
間
数
が
、
35
分

軽
減
さ
れ
て
い
る
。

問　
住
吉
小
学
校
は
、

昨
年
よ
り
県
か
ら
未

来
の
学
校「
夢
」プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
、
ま
た
今
年
度
文
部

科
学
省
よ
り
、「
学
校
現

場
に
お
け
る
業
務
改
善
加

速
の
た
め
の
実
践
研
究
事

業
」
の
重
点
モ
デ
ル
地
域

の
一
つ
に
な
っ
て
い
る

が
、
教
員
多
忙
化
解
消
や

授
業
の
質
向
上
な
ど
に
お

い
て
、
働
き
方
改
革
や
業

務
の
見
直
し
、
ま
た
子
ど

も
た
ち
に
向
き
合
っ
て
い

く
時
間
を
確
保
し
て
い
く

の
か
な
ど
を
、
エ
ビ
デ
ン

ス
（
科
学
的
根
拠
）・
デ
ー

タ
を
ど
の
様
な
方
向
性
・

事
柄
に
つ
い
て
出
す
の
か
。

答　
施
策
を
行
う
上
で

は
、
そ
の
施
策
を

行
っ
た
結
果
は
ど
う
あ
っ

た
の
か
と
言
う
こ
と
を
、

定
量
的
・
定
性
的
に
分
析

し
、
根
拠
を
も
っ
て
説
明

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

こ
の
こ
と
は
、
教
育
に
お

い
て
も
同
様
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

　

昨
年
度
よ
り
業
務
改
善

に
取
り
組
ん
で
お
り
、
そ

の
成
果
と
し
て
は
「
時
間

外
勤
務
実
態
調
査
」
な
ど

教
職
員
の
勤
務
状
況
の
改

善
や
、「
全
国
学
力
・
学

習
状
況
調
査
」
な
ど
子
ど

も
の
確
か
な
学
力
向
上
の

結
果
な
ど
の
エ
ビ
デ
ン
ス

を
も
と
に
、
取
り
組
み
の

目
的
・
目
標
と
の
関
係
で
、

そ
の
成
果
が
ど
う
で
あ
っ

た
か
と
い
う
こ
と
を
し
っ

か
り
検
証
を
し
て
い
く
。

山　口　一　博　議員

中学校部活動の今年度の改善は

28
年・29
年
4
～
7
月
比
較吉田中学校　23部活

Ｈ29年 Ｈ28年
土曜と日曜共に部稼働 11部 14部
土曜または日曜に部稼働 6部 3部
教職員の土・日での部活動 土曜3時間50分 土曜3時間45分
（平均勤務時間／一人） 日曜2時間35分 日曜3時間15分

＝6時間25分 ＝7時間00分

一般質問

問

答 指摘を踏まえ指導・改善している

住吉小鼓笛隊
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問　
磐
田
市
は
コ
ン
ビ

二
と
、
袋
井
市
は
地

元
業
者
と
、
救
援
物
資
の

提
供
に
関
す
る
協
定
を
締

結
し
た
。
吉
田
町
は
ど
う

か
。答　

コ
ン
ビ
ニ
や
そ
れ

以
外
の
と
こ
ろ
と
、

ど
う
や
っ
て
提
携
を
し
て

い
く
か
と
い
う
の
は
今
後

の
課
題
と
い
う
と
こ
ろ
で

あ
る
。

問　
袋
井
市
の
災
害
時

の
救
援
物
資
の
提
供

に
関
す
る
地
元
業
者
２
社

と
の
協
定
で
は
、
災
害
時

に
お
い
て
両
社
が
保
有
す

る
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
飲
料
を

救
援
物
資
と
し
て
、
被
災

者
に
無
償
で
提
供
す
る
協

定
内
容
で
あ
る
。

吉
田
町
の
協
定
内
容
は
。

答　
供
給
を
し
て
く
だ

さ
る
皆
さ
ん
と
は
町

が
協
定
を
結
ん
で
い
る
。

直
接
的
に
町
民
の
方
に
ダ

イ
レ
ク
ト
に
商
品
が
わ
た

る
と
い
う
協
定
に
は
な
っ

て
い
な
い
。

町
が
ま
ず
有
償
で
買
い
受

け
る
。

問　
対
策
は
考
え
て
い

る
か
。

答　
経
営
基
盤
の
強

化
、
付
加
価
値
を
図

る
な
ど
個
人
事
業
者
に
よ

る
個
々
の
経
営
改
革
が
必

要
と
な
る
。
そ
の
役
割
を

担
う
商
工
会
が
講
じ
る
対

策
と
連
携
し
た
支
援
を

行
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

問　
こ
の
町
を
次
に
つ

な
げ
る
構
想
は
。

答　
内
陸
フ
ロ
ン
テ
ィ

ア
総
合
特
区
を
利
用

し
、
吉
田
イ
ン
タ
ー
周
辺

も
、
次
の
魅
力
に
つ
な
が

る
よ
う
な
土
地
利
用
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

商
業
店
舗
誘
致
の

防
災
に
関
す
る
協

定
に
つ
い
て
。

大
型
店
舗
と
既
存

店
舗
と
の
間
の
競

合
に
つ
い
て
。

　

吉
田
町
は
誘
致
し
た

商
業
店
舗
２
社
と
「
災

害
時
物
資
支
援
協
力
に

関
す
る
協
定
」
を
結
ん

で
い
る
。

内
陸
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
の

地
域
に
出
店
い
た
だ
く

方
々
と
は
、
防
災
上
の

取
り
組
み
を
共
有
し
て

い
た
だ
け
る
企
業
で
な

い
と
誘
致
は
し
な
い
と

い
う
条
件
に
な
っ
て
い

る
。

災害時物資支援協力に関する協定内容は問

答 町がまず有償で買い受ける

山　内　　　均　議員

一般質問

都市計画道路富士見幹線沿いの商業施設集積地周辺
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問　
夏
休
み
の
短
縮
を

図
る
事
と
決
定
さ
れ

た
が
、
①
提
案
者
は
誰
②

い
つ
③
何
の
会
議
で
④
ど

ん
な
意
見
が
出
た
の
か
。

答　
①
町
長

　

②
28
年
４
月

③
総
合
教
育
会
議

④
「
新
時
代
を
読
み
取
っ

た
新
プ
ラ
ン
が
示
さ
れ
事

は
大
変
素
晴
ら
し
い
。」

「
子
ど
も
が
安
心
し
て
登

校
で
き
る
学
校
の
場
を
提

供
し
て
い
た
だ
け
る
事
は

保
護
者
と
し
て
安
心
。」

な
ど
ま
た
、
年
間
授
業
日

数
220
日
以
上
を
実
施
す
る

に
あ
た
っ
て
は
、
夏
休
み

の
み
が
短
縮
さ
れ
る
わ
け

で
は
な
く
、
増
加
す
る
授

業
日
分
は
、
長
期
休
業
日

か
ら
捻
出
す
る
方
向
で
現

検
討
し
て
い
る
。

問　
１
日
当
た
り
の
授

業
時
間
を
減
ら
す
こ

と
に
よ
る
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
の
施
設
、
支
援
員

や
、
中
学
生
の
放
課
後
の

過
ご
し
方
な
ど
、
問
題
の

解
決
は
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答　
本
年
７
月
に
「
吉

田
町
Ｔ
Ｃ
Ｐ
ト
リ
ビ

ン
ス
プ
ラ
ン
環
境
整
備
推

進
本
部
」
を
設
置
。
７
月

末
に
第
１
回
の
会
議
を
開

催
し
、
問
題
点
を
検
討
し

て
い
る
。

問　
教
職
員
か
ら
は
、

夏
休
み
短
縮
に
つ
い

て
ど
の
様
な
意
見
が
出
て

い
る
の
か
。

答　
前
向
き
な
意
見
と

し
て
、
16
日
で
十
分

で
あ
る
。
否
定
的
意
見
と

し
て
、
負
担
が
軽
減
さ
れ

る
と
は
思
わ
な
い
。

問　
将
来
的
に
は
220
日

以
上
の
授
業
日
数
に

な
る
の
か
。

答　
無
目
的
に
授
業
日

数
を
増
加
さ
せ
る
意

図
は
無
い
。

問　
プ
ラ
ン
策
定
過
程

で
保
護
者
や
教
員
の

意
見
を
聞
か
ず
、
会
議
で

話
し
合
っ
た
形
跡
も
無

い
。
民
意
を
反
映
し
て
い

な
い
の
で
は
。

答　
選
挙
で
選
ば
れ
た

町
長
が
出
席
す
る
総

合
教
育
会
議
で
合
意
し
た

こ
と
は
民
意
の
反
映
。
そ

の
後
、
町
民
か
ら
意
見
を

聞
い
て
い
る
。

問　
夏
休
み
短
縮
を
原

案
の
ま
ま
進
め
る
の

か
。答　

原
案
の
ま
ま
で
無

く
、
修
正
し
た
う
え

で
進
め
る
。

八　木　　　栄　議員

年間授業日数220日以上の経緯は

　

６
月
初
旬
、
い
き
な

り
【
吉
田
町
の
夏
休
み

10
日
間
】
と
の
報
道
が

流
れ
た
。

　

そ
の
後
、
お
盆
前
後

の
土
、
日
曜
日
を
含
め

16
日
間
と
す
る
。
と
、

全
国
的
に
も
異
例
の
短

さ
な
ど
の
記
事
。

　

４
地
区
で
開
か
れ
た

保
護
者
説
明
会
で
は
、

参
加
者
か
ら
夏
休
み
の

期
間
に
つ
い
て
多
く
の

意
見
が
出
さ
れ
た
。
私

は
、
出
前
会
議
で
の
意

見
交
換
や
、
個
人
的
に

も
多
く
の
保
護
者
か
ら

意
見
を
伺
っ
た
。　

　

そ
の
結
果
、
授
業
日

数
220
日
以
上
の
設
定
を

決
定
し
た
理
由
と
、
プ

ロ
セ
ス
の
説
明
不
足
が

町
民
に
不
安
を
与
え
て

い
る
と
考
え
た
。

　

ま
た
、
教
職
員
か
ら

の
意
見
も
聞
け
な
い
中

で
、
教
職
員
、
保
護
者

の
納
得
が
無
け
れ
ば
こ

の
ま
ま
実
施
す
る
こ
と

は
難
し
い
と
考
え
質
問

を
し
た
。

一般質問

問

答 28年4月に町長が検討を指示

平成29年度夏休みの日数比較表

吉田中学校 29日間 大井川中学校 37日間

住吉小学校 23日間 榛原中学校 34日間

中央小学校 24日間 細江小学校 33日間

自彊小学校 24日間 大井川西小学校 38日間
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問　
町
で
は
健
康
づ
く

り
に
力
を
入
れ
て
い

る
が
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
、
ロ
コ
モ

テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
、

生
活
習
慣
病
の
人
、
老
若

男
女
問
わ
ず
、
総
合
体
育

館
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

を
使
い
、
健
康
づ
く
り
の

考
え
は
。

答　
27
年
度
利
用
者
か

ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を

踏
ま
え
、
胸
、
肩
、
背
中

な
ど
上
半
身
の
機
器
を
充

実
す
る
。
ま
た
体
重
計
、

血
圧
計
、
体
脂
肪
、
基
礎

代
謝
量
を
測
る
体
組
成
計

を
活
用
し
て
、
運
動
不
足

解
消
、
筋
力
ア
ッ
プ
な
ど

個
々
の
目
的
に
合
わ
せ
簡

単
に
操
作
で
き
る
機
器
を

検
討
し
て
い
く
。
健
康
の

保
持
増
進
、
筋
力
ア
ッ

プ
、
競
技
力
向
上
な
ど

個
々
の
体
力
や
目
的
、
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ

老
若
男
女
問
わ
ず
、
気
軽

に
楽
し
く
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

が
で
き
る
よ
う
に
環
境
整

備
を
図
る
。
30
年
４
月
総

合
体
育
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
に
併
せ
機
器
の

充
実
や
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
の
配
置
を
図
っ
て
い

く
。

問　
ふ
る
さ
と
納
税
の

　
「
誰
も
が
い
き
い

き
と
暮
ら
せ
る
町
づ
く

り
」
に
寄
せ
ら
れ
た
寄
附

金
を
活
用
し
、
総
合
体
育

館
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

で
の
機
器
の
充
実
を
図
る

予
定
は
な
い
か
。

答　
ふ
る
さ
と
よ
し
だ

寄
附
金
基
金
は
寄
附

者
の
意
向
に
沿
っ
た
事
業

の
財
源
に
活
用
し
て
い
く

も
の
で
あ
る
。
財
源
と
し

て
ふ
る
さ
と
よ
し
だ
寄
附

金
基
金
を
活
用
す
る
こ
と

に
つ
い
て
今
後
検
討
し
て

い
く
。

問　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル

　

ー
ム
の
入
り
口
が

暗
く
分
か
り
づ
ら
い
が
。

答　
床
の
改
装
、
照
明

器
具
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
変

え
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
し

た
く
な
る
よ
う
な
標
示
を

し
た
い
。

問　
利
用
し
て
い
る
人

が
一
人
の
時
の
緊
急

の
対
応
は
。

答　
ボ
タ
ン
を
押
せ
ば

事
務
室
に
連
絡
が
で

き
る
赤
い
ラ
ン
プ
や
ブ

ザ
ー
な
ど
を
考
え
て
い
き

た
い
。

　

総
合
体
育
館
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
ル
ー
ム
に
は
有

酸
素
運
動
の
ラ
ン
ニ
ン

グ
マ
シ
ン
、
エ
ア
ロ
バ

イ
ク
な
ど
の
機
器
が
設

置
さ
れ
て
い
る
。
他
の

市
町
で
は
、
胸
、
腹
筋
、

腕
、
足
、
背
中
の
筋
肉

を
鍛
え
る
機
器
が
あ

る
。
利
用
者
か
ら
ア
ン

ケ
ー
ト
を
と
り
筋
肉
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
の
充

実
を
願
う
声
や
機
器
の

説
明
を
し
て
欲
し
い
と

の
声
が
あ
り
、
質
問
を

行
っ
た
。

一般質問

三　輪　美由紀　議員

筋肉トレーニング機器の充実を問

答 リニューアルし機器を充実させる

藤枝市のトレーニングルーム

牧之原市のトレーニングルーム
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問　
公
園
用
地
の
代
わ

り
は
考
え
て
い
ま
す

か
。答　

土
地
区
画
整
理
事

業
に
お
け
る
公
園
の

設
置
に
つ
い
て
は
土
地
区

画
整
理
法
施
行
規
則
第
９

条
第
６
号
に
規
定
さ
れ
て

い
る
。

こ
の
規
定
は
、
特
別
な
事

情
に
よ
り
、
や
む
を
得
な

い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
以

外
は
組
合
、
公
共
施
行
を

問
わ
ず
遵
守
す
る
こ
と
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。

公
園
面
積
940
平
方
メ
ー
ト

ル
と
定
め
て
用
地
を
確
保

し
事
業
を
進
め
て
き
た

が
、
命
を
守
る
対
策
の
一

つ
で
あ
る
Ｅ
地
区
の
津
波

避
難
タ
ワ
ー
の
適
地
と
し

て
公
園
用
地
が
選
択
さ
れ

組
合
の
賛
同
を
得
て
建
設

さ
れ
た
。

津
波
避
難
タ
ワ
ー
の
設
置

に
よ
り
遊
具
や
あ
ず
ま
や

な
ど
を
設
置
す
る
用
地
は

確
保
で
き
な
く
な
っ
た

が
、
子
ど
も
た
ち
の
遊
び

場
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て

活
用
さ
れ
て
い
る
。
新
た

な
公
園
用
地
を
生
み
出
す

た
め
に
は
、
換
地
の
変
更

や
事
業
計
画
の
変
更
な

ど
、
新
た
な
問
題
が
生
じ

て
く
る
た
め
慎
重
な
議
論

が
必
要
と
認
識
し
て
い
る
。

問　
現
在
の
状
況
で
は

保
留
地
処
分
が
進
ま

な
い
、
先
が
見
え
に
く
い

が
新
た
な
対
策
は
。

答　
24
年
度
以
降
は
一

件
も
売
却
な
し
。

防
災
機
能
の
強
化
に
つ
い

て
多
目
的
広
場
、
川
尻
工

区
の
防
潮
堤
の
強
化
な
ど

着
実
に
新
た
な
安
全
が
も

た
ら
さ
れ
て
き
て
い
る
。

保
留
地
の
販
売
も
好
転
す

る
と
期
待
し
て
い
る
。

問　
組
合
の
清
算
に
向

け
て
対
応
策
を
考
え

て
い
る
か
。

答　
町
広
報
誌
や
不
動

産
情
報
な
ど
へ
積
極

的
に
情
報
提
供
を
働
き
か

け
て
い
く
。

町
も
吉
田
町
土
地
区
画
整

理
事
業
助
成
要
綱
に
基
づ

き
支
援
を
し
て
い
く
。

組
合
と
し
て
も
、
解
散
に

向
け
て
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ

セ
ス
を
検
討
し
始
め
た
と

聞
い
て
い
る
。

三　輪　正　邦　議員

富士見土地区画整理組合の清算は

富
士
見
土
地
区
画
整
理

組
合
は
、
保
留
地
の
売

却
を
始
め
て
か
ら
20
年

が
過
ぎ
設
立
者
に
も
時

代
の
大
き
な
変
化
が
訪

れ
、
組
合
員
な
ら
び
に

次
の
世
代
に
も
不
安
が

つ
き
ま
と
う
と
の
声
が

聞
か
れ
質
問
を
し
ま
し

た
。

一般質問

問

答 組合もプロセスを検討している

富士見土地区画整理地区内保留地

Ｅ地区の津波避難タワー
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問　
妊
産
婦
・
新
生
児

訪
問
事
業
に
つ
い
て

現
在
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ

て
い
る
か
。

答　
在
宅
助
産
師
、
保

健
師
の
３
人
と
委
託

契
約
を
結
び
、
実
施
要
領

に
基
づ
き
行
わ
れ
、「
妊

婦
訪
問
」
は
、
初
め
て
妊

娠
し
た
方
や
特
に
支
援
が

必
要
な
方
へ
妊
娠
中
に
家

庭
訪
問
を
行
う
。
出
産
後

は
「
産
婦
訪
問
」「
新
生

児
訪
問
」
と
し
て
全
員
の

方
へ
家
庭
訪
問
を
行
な
っ

て
い
る
。
28
年
は
町
内
の

妊
婦
223
人
中
約
４
割
に
当

た
る
88
人
を
、「
新
生
児

訪
問
」
は
227
人
の
お
子
さ

ん
へ
の
訪
問
指
導
を
実
施

し
た
。

問　
妊
娠
時
と
出
産
後

で
訪
問
を
行
な
っ
て

い
る
が
、
良
く
相
談
さ
れ

る
も
の
に
ど
う
い
っ
た
も

の
が
あ
る
か
。

答　
「
妊
婦
訪
問
」
で

は
出
産
後
の
育
児
不

安
な
ど
、「
新
生
児
訪
問
」

で
は
赤
ち
ゃ
ん
が
よ
く
泣

く
が
ど
う
し
た
ら
い
い
か

の
育
児
相
談
や
母
乳
が
足

り
て
い
る
の
か
の
母
乳
に

関
す
る
相
談
、
お
母
さ
ん

自
身
の
体
の
ト
ラ
ブ
ル
の

相
談
な
ど
が
あ
る
。

問　
「
よ
し
に
こ
パ
ッ

ケ
ー
ジ
助
成
」
の
町

民
か
ら
の
反
応
は
ど
う
か
。

答　
28
年
度
か
ら
開
始

し
た
「
出
産
等
支
援

交
通
費
助
成
事
業
」
を
拡

充
し
、
29
年
４
月
１
日
以

降
に
出
産
さ
れ
る
方
に
対

し
て
、
妊
娠
、
出
産
時
の

通
院
に
係
る
費
用
助
成
に

加
え
、
産
後
に
お
け
る
検

診
や
新
生
児
期
の
検
査
費

用
も
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
し
て

助
成
す
る
「
よ
し
に
こ

パ
ッ
ケ
ー
ジ
助
成
」
を
開

始
し
、
増
額
し
た
。
８
月

末
現
在
の
申
請
者
数
は
64

人
で
あ
る
。
妊
娠
32
週
以

降
で
あ
れ
ば
、
出
産
す
る

前
か
ら
申
請
が
で
き
る
。

問　
産
後
の
サ
ポ
ー
ト

事
業
の
母
乳
・
育
児

相
談
を
ど
の
よ
う
に
と
ら

え
て
い
る
か
。

答　
28
年
度
か
ら
よ
り

専
門
的
な
授
乳
・
育

児
に
関
す
る
相
談
や
手
技

に
関
す
る
指
導
が
自
宅
で

実
施
で
き
る
よ
う
、
助
産

師
の
訪
問
に
よ
る
産
前
産

後
サ
ポ
ー
ト
事
業
を
開
始

し
、
相
談
に
随
時
対
応
し

て
い
る
。

問　
母
乳
ト
ラ
ブ
ル
時

の
乳
房
マ
ッ
サ
ー
ジ

に
助
成
を
す
る
自
治
体
も

あ
る
。
こ
の
サ
ー
ビ
ス
に

助
成
の
考
え
は
あ
る
か
。

答　
電
話
や
来
所
で
の

専
門
的
な
授
乳
・
育

児
相
談
に
は
、
医
療
的
ケ

ア
や
乳
房
ケ
ア
が
必
要
な

場
合
は
、
実
施
機
関
の
紹

介
も
行
っ
て
い
る
。
パ
ッ

ケ
ー
ジ
な
ど
早
く
に
組
み

込
ん
で
い
く
。

　

吉
田
町
の
ラ
イ
フ
ス

テ
ー
ジ
ご
と
の
支
援
事

業
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
事

業
が
あ
る
。
そ
の
中
で

も
特
に
妊
娠
・
出
産
・

子
育
て
の
ラ
イ
フ
ス

テ
ー
ジ
に
お
い
て
は
、

つ
な
が
り
の
あ
る
細
や

か
な
支
援
が
必
要
と
考

え
る
。
現
在
行
わ
れ
て

い
る
事
業
な
ど
に
つ
い

て
質
問
し
た
。

一般質問

蒔　田　昌　代　議員

産後の母乳ケアに助成の考えは問

答 母乳ケアの助成に早期に対応する

母子健康手帳
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町
議
会
初
の

出
前
会
議
を
開
催

参加人数21人　傍聴者37人　報道関係者11人
参加議員9人
　山口一博・大石巌・山内均・三輪正邦・杉本幸正
　八木栄・河原崎曻司・増田剛士・藤田和寿議員
欠席議員4人
　三輪美由紀・遠藤孝子・蒔田昌代・大塚邦子議員

　8月9日（水）19：00～20：30片岡会館に於い
て、町議会初の出前会議が開催されました。

　8月9日（水）19：00～20：30片岡会館に於いて、
町議会初の出前会議が開催されました。

―次第―
1 開会
2 あいさつ
3 議員紹介
4 開催目的およびテーマ説明
5 意見交換
6 グループ発表

申し込み団体
吉田町の教育を考える会
代表
中田博之氏
テーマ
ＴＣＰ教育元気物語について

・開催ができる団体　①町民で組織する団体
　　　　　　　　　　②町内で活動する団体
・希望する日時を第３希望までを記入
・当日参加希望の人数を記入
・会場は、吉田町内で費用・会場設営は団体が負担
　　　　　　　　　　詳細は、議会事務局へお問い合わせください

出
前
会
議
っ
て
何
で
す
か
？

町
議
会
初
の

出
前
会
議
を
開
催

吉田町議会基本条例第８条に定められています。

第８条　議会は、町民と町政全般にわたる意見交換を行い、その意見を議会
　　　　活動に反映させるため、出前会議を随時開催するものとする。
　２　　出前会議については、議長が別に定める。

　【解説】
　　議会は、町民から求められたテーマを決めて、町民と自由に意見交換を
　　することができる出前会議を開催できることを定めています。

手
続
き

グループ発表

Aグループ
・夏休み短縮について、子どもや教員の意見

が反映されているのか疑問。

・決定プロセスに疑問がある。教育委員会か
ら直結で決まっているのか。

・吉田町独自のプランは、町民で考えて行く
ことも必要である。

・ＴＣＰトリビンスプラン自体は、良い面が
説明不足である。

・夏休み短縮について、見直しを願う署名を
集めた。これを提出する。

Cグループ
・教員の意見を聞きたい。子どもの意見、保

護者の意見を聞きプランにいかしてほしい。

・ＴＣＰトリビンスプランに関し、現状分析
ができているのか疑問である（教員の多忙
化について、夏休み短縮は始まっているの
で、短縮以前との比較）。

・年々夏休みが短縮されているが、その効果
はどうであるか。

・議会に特別委員会の設置を求める。
　そこで、今後のチェックをしてほしい。

Bグループ
・教員の多忙化の中身が不明である。現状の

チェックが必要である。

・授業日数を220日にするにあたり、夏休み
を短縮することで地域の祭りなどの行事へ
の参加に関し心配がある。

・子どもの視点が抜けている。

・エアコン導入が夏休み短縮の理由にならな
い（町長の過去の発言を受けて）。

・教員の多忙化解消、学力向上など今後の
　チェックが必要である。

議
会
の
対
応

出
前
会
議
の
意
見
交
換
を
踏
ま
え
、

後
日
開
催
の
全
員
協
議
会
で
協
議
し
、

今
後
の
議
会
活
動
に
い
か
し
て
い
き
ま
す
。
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町
議
会
初
の

出
前
会
議
を
開
催

参加人数21人　傍聴者37人　報道関係者11人
参加議員9人
　山口一博・大石巌・山内均・三輪正邦・杉本幸正
　八木栄・河原崎曻司・増田剛士・藤田和寿議員
欠席議員4人
　三輪美由紀・遠藤孝子・蒔田昌代・大塚邦子議員

　8月9日（水）19：00～20：30片岡会館に於い
て、町議会初の出前会議が開催されました。

　8月9日（水）19：00～20：30片岡会館に於いて、
町議会初の出前会議が開催されました。

―次第―
1 開会
2 あいさつ
3 議員紹介
4 開催目的およびテーマ説明
5 意見交換
6 グループ発表

申し込み団体
吉田町の教育を考える会
代表
中田博之氏
テーマ
ＴＣＰ教育元気物語について

・開催ができる団体　①町民で組織する団体
　　　　　　　　　　②町内で活動する団体
・希望する日時を第３希望までを記入
・当日参加希望の人数を記入
・会場は、吉田町内で費用・会場設営は団体が負担
　　　　　　　　　　詳細は、議会事務局へお問い合わせください

出
前
会
議
っ
て
何
で
す
か
？

町
議
会
初
の

出
前
会
議
を
開
催

吉田町議会基本条例第８条に定められています。

第８条　議会は、町民と町政全般にわたる意見交換を行い、その意見を議会
　　　　活動に反映させるため、出前会議を随時開催するものとする。
　２　　出前会議については、議長が別に定める。

　【解説】
　　議会は、町民から求められたテーマを決めて、町民と自由に意見交換を
　　することができる出前会議を開催できることを定めています。

手
続
き

グループ発表

Aグループ
・夏休み短縮について、子どもや教員の意見

が反映されているのか疑問。

・決定プロセスに疑問がある。教育委員会か
ら直結で決まっているのか。

・吉田町独自のプランは、町民で考えて行く
ことも必要である。

・ＴＣＰトリビンスプラン自体は、良い面が
説明不足である。

・夏休み短縮について、見直しを願う署名を
集めた。これを提出する。

Cグループ
・教員の意見を聞きたい。子どもの意見、保

護者の意見を聞きプランにいかしてほしい。

・ＴＣＰトリビンスプランに関し、現状分析
ができているのか疑問である（教員の多忙
化について、夏休み短縮は始まっているの
で、短縮以前との比較）。

・年々夏休みが短縮されているが、その効果
はどうであるか。

・議会に特別委員会の設置を求める。
　そこで、今後のチェックをしてほしい。

Bグループ
・教員の多忙化の中身が不明である。現状の

チェックが必要である。

・授業日数を220日にするにあたり、夏休み
を短縮することで地域の祭りなどの行事へ
の参加に関し心配がある。

・子どもの視点が抜けている。

・エアコン導入が夏休み短縮の理由にならな
い（町長の過去の発言を受けて）。

・教員の多忙化解消、学力向上など今後の
　チェックが必要である。

議
会
の
対
応

出
前
会
議
の
意
見
交
換
を
踏
ま
え
、

後
日
開
催
の
全
員
協
議
会
で
協
議
し
、

今
後
の
議
会
活
動
に
い
か
し
て
い
き
ま
す
。
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福
祉
課
か
ら
、

住
ま
い
・
医
療
・
予
防
・

生
活
支
援
が
一
体
的
に
提

供
さ
れ
る
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
構
築
の
実
現
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

７
月
18
日　

町
が
取
り

組
ん
で
い
る
高
齢
者
移
動

支
援
事
業
・
声
か
け
隊
・

居
場
所
づ
く
り
に
つ
い
て

の
質
問
を
決
定
し
た
。

７
月
26
日　

生
活
支
援

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
・
強
化

に
つ
い
て
回
答
を
受
け
た
。

8
月
25
日　

①
９
月
２
日　

み
ん
な
の

居
場
所
「
ふ
つ
か
会
」。

②
９
月
３
日 

お
し
ゃ
べ

り
サ
ロ
ン
・
カ
フ
ェ
。

視
察
す
る
こ
と
を
決
定
し

た
。

　

所
管
事
務
調
査
の
内
、

道
路
の
補
修
や
管
理
に
つ

い
て
の
現
状
と
改
善
策
に

関
し
て
、
①
道
路
の
管
理

及
び
整
備
に
つ
い
て
の
基

本
的
な
考
え
方
②
各
自
治

会
か
ら
の
道
路
に
関
す
る

土
木
要
望
の
実
施
状
況
に

つ
い
て
、
当
局
か
ら
説
明

を
受
け
る
こ
と
を
決
定
し

た
。

７
月
12
日

　

右
記
質
問
事
項
に
つ
い

て
当
局
か
ら
説
明
を
受
け

た
。

７
月
27
日

　

議
会
報
告
会
で
要
望
の

あ
っ
た
箇
所
に
つ
い
て
現

地
調
査
の
必
要
性
や
調
査

す
る
視
点
を
検
討
し
、
９

カ
所
を
現
地
調
査
す
る
こ

と
を
決
定
し
た
。

　

町
内
９
カ
所
の
現
地
に

つ
い
て
、
当
局
の
説
明
を

受
け
て
現
地
調
査
し
た
。

９
月
５
日

　

現
地
調
査
の
結
果
に
つ

い
て
意
見
集
約
を
行
っ
た
。

９
月
21
日

　

こ
れ
ま
で
の
調
査
に
つ

い
て
、
中
間
と
り
ま
と
め

を
行
い
、
引
き
続
き
河
川

の
管
理
及
び
整
備
に
つ
い

て
調
査
す
る
こ
と
を
決
定

し
た
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会

委
員
長　
　

大
石　

巌

総
務
文
教
常
任
委
員
会

委
員
長　
　
　

山
内　

均

総務文教常任委員会調査報告
「地域包括ケアシステムについて」

団塊の世代が７５歳を迎える２０２５年に備えた
地域包括ケアシステムを調査・研究する

産業建設常任委員会調査報告
「道路・河川及び都市公園の管理及び整備について」
豪雨時の道路冠水や劣化した道路の補修、河川の改修や管理について、

町民から行政に対する要望を調査、研究する。

６
月
26
日

７
月
11
日

８
月
29
日

おしゃべりサロン・カフェ

北区の現地調査

川尻区の現地調査

みんなの居場所「ふつか会」 おしゃべりサロン・カフェ

スタッフ ボランティア ボランティア

参加費 １００円 １００円

目的 自宅以外の居場所づくり 元気な１００歳を目指す

きっかけ ラジオ体操 ボランティア養成講座

特徴 参加は自由 参加者が友達を誘う
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毎
年
９
月
３
日
に
行
わ

れ
て
い
ま
す
森
下
毘
沙
門

天
に
つ
い
て
、
町
内
会
長

さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し

た
。

　

祭
り
は
明
治
の
初
め
か

ら
今
日
ま
で
150
年
の
歴
史

が
あ
り
天
保
年
間
に
堂
守

り
が
い
た
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

12
年
に
一
度
、
寅
年
に

お
開
帳
を
行
い
￢
善
の

綱
」
と
い
っ
て
、
毘
沙
門

天
の
手
か
ら
五
色
の
糸
を

た
ら
し
、
晒さ

ら
し

布
に
結
び
付

け
、
町
内
に
張
り
巡
ら
し
、

奉
納
し
た
人
に
下
げ
ら
れ

ま
す
。
着
用
す
る
と
無
病

息
災
で
暮
ら
せ
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

23
年
に
町
内
会
の
皆
さ

ん
の
協
力
を
得
て
お
堂
を

建
て
ま
し
た
。「
第
２
集

会
場
、
老
人
憩
い
の
家
」

「
毘
沙
門
堂
」
と
し
て
使

用
さ
れ
て
い
ま
す
。
建
設

時
に
幟
旗
の
寄
進
を
お
願

い
し
た
と
こ
ろ
176
本
の
お

気
持
ち
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

毎
年
地
域
の
人
た
ち
、

200
人
く
ら
い
の
方
が
信
仰

さ
れ
お
参
り
を
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
船
元
の
方
の
信

仰
が
特
に
厚
い
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
夜
は
町
内
会

の
演
芸
大
会
が
開
か
れ
、

歌
や
踊
り
が
に
ぎ
や
か
に

行
わ
れ
ま
す
。

縁
日

　

大
祭
８
月
26
日

　

毎
月
26
日

　

世
話
人
の
方
に
お
話
を

伺
い
ま
し
た
。

　
　

　

大
円
寺
の
先
代
が
、
大

正
の
初
め
、
金
谷
町
五
和

の
日
限
の
地
蔵
尊
を
勧
請

し
、
創
設
し
た
も
の
で
あ

る
。

　

諸
願
成
就
の
地
蔵
尊
で
、

願
い
が
か
な
っ
た
人
た
ち

が
上
げ
た
赤
い
幟の

ぼ
り
や
垂
れ

幕
が
あ
り
、
地
蔵
尊
に
は

頭
巾
や
衣
が
か
け
ら
れ
、

座
布
団
の
上
に
安
置
さ
れ

て
い
ま
す
。

　　

ご
利
益
は
人
々
の
苦
し

み
や
悩
み
ご
と
、
願
い
事

を
い
つ
い
つ
ま
で
に
と
日

を
限
っ
て
お
願
い
す
る
。

多
く
の
善
男
、
善
女
の
願

い
が
叶
い
喜
ば
れ
て
い
ま

す
。

　

８
月
26
日
大
祭
に
は
70

人
く
ら
い
の
方
が
、
毎
月

26
日
に
は
20
人
く
ら
い
の

方
が
お
参
り
に
き
て
い
ま

す
。

　

地
域
の
行
事
を
大
切
に

こ
れ
か
ら
も
多
く
の
皆
さ

ん
に
諸
々
の
ご
利
益
が
授

か
る
よ
う
守
っ
て
ま
い
り

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
を
守
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
紹
介

住
吉
区
森
下
町
内
会

森
下
毘
沙
門
天
祭
り

住
吉
区
上
組
地
内

　
日
限
り
の
お
地
蔵
さ
ん

　
大
円
寺
境
内
　

毘沙門堂

日限地蔵尊
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議
会
広
報
特
別
委
員
会

委 

員 

長
　
三
輪
美
由
紀

副
委
員
長
　
山
口
　
一
博

　
　
委
員
　
蒔
田
　
昌
代

　
　
　
　
　
大
石
　
　
巌

　
　
　
　
　
三
輪
　
正
邦

　
　
　
　
　
河
原
崎
曻
司

あ
　
と
　
が
　
き

　

七
五
三
の
晴
れ
着
が
目

に
賑
や
か
な
季
節
に
な
り
、

今
年
も
月
捲
り
が
、
二
枚
を

残
す
だ
け
に
な
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
町
議
会
で
は
開
か

れ
た
議
会
を
目
指
し
、
定
例

会
を
始
め
と
す
る
、
委
員
会

や
協
議
会
を
傍
聴
下
さ
る

よ
う
に
、
広
く
募
っ
て
い
ま

す
。

　

昨
年
一
年
間
で
、
四
回
の

定
例
会
傍
聴
者
で
は
延
べ

110
人
を
数
え
、
ア
ン
ケ
ー
ト

に
よ
れ
ば
議
員
・
議
会
・
委

員
会
活
動
に
興
味
関
心
が

あ
る
と
30
人
が
答
え
ら
れ
、

議
員
へ
の
叱
咤
・
要
望
も
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
特
別
委
員

会
で
は
、
動
画
配
信
を
調

査
・
研
究
を
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
Ｋ
・
Ｙ
）

第15回吉田町議会報告会出席のお礼
第１５回議会報告会には多くの方々のご参加をいただき、誠にありがとうございました。
議会報告会でいただいたご意見やご要望は報告書を持って回答させていただく所存であります。
次回のご出席をお待ちしております。

吉田町議会議員一同

議会フェイスブックページから、議会情報の発信中。
こちらからどうぞ
https://www.facebook.com/yoshidachougikaiict

動画や写真のスライドショーなど、
議会活動の様子をご覧いただき、ご意見をお寄せください。 （ＱＲコード）

吉田町芸能祭

住吉区交通安全パレード

吉田中学校 活力祭

北区秋祭り

ま ち の 話 題
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